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令和９年（令和８年度）消防出初式 

国旗掲揚柱 設営委託仕様書 

 

京都市消防局総務部施設課 

（担当：藤・菱野 212-6649） 

 

１ 設営場所 

  京都市左京区二条通神宮道南西歩道上 

 

２ 設営内容 

  国旗掲揚柱 

 

３ 数量及び規格等（別紙参照） 

  下表のとおり 

設営物件 規格 数量 備考 

国旗掲揚柱 地盤面から１０．５ｍ １本 
冠頭部、滑車及びロープ付き（上部の滑車は、

柱西側に設置） 
歩道に設置の掲揚柱用縦穴（直径３０ｃｍ、深

さ１５０ｃｍ）使用可 
紅白幕 自立式支柱付き ４０ｍ 国旗掲揚柱の周囲及び後方一帯 

 

４ 設営作業に係る仕様（別紙参照） 

⑴  国旗掲揚柱及び紅白幕は、令和９年１月９日（出初式前日）午後１時から同日午後５時までに設営

を完了すること。また、設営及び撤去時にクレーン車等を車道に据付けて作業を行う場合には、他の

車両等が安全に通行できるようガードマン（２名以上）を配置し安全確保に努めること。 

 ⑵ 柱の根本の地面は、地面に危険な凹凸面ができないよう処理すること。 

 ⑶ 紅白幕は、風等による転倒及びめくれ上がりを防止する処理をすること。 

⑷ 夜間は、設営物の周囲にウインカーチューブ等（電池式に限る）の警戒表示赤色灯を点灯し、歩行

者・通行車両への安全対策を行うこと。 

 ⑸ 受託業者は設営に際し、既存の造営物、樹木、道路施設等に損傷を与えることの無いよう、万全の

措置を講じること。 

 ⑹ 受託業者は設営作業に際しては危害防止に努めるとともに、通行車両及び歩行者等の安全確保につ

いて万全の措置を講じること。 

 ⑺ 受託者が本業務の実施に当たり第三者に損害を与えた場合、受託者の責めに帰すべき事由によるも

のであるときは、その費用は、全て受託者の負担とする。 

 

５ 撤収作業 

 ⑴ 出初式の終了後、直ちに作業を開始し、午後３時までに完了すること。 

 ⑵ 撤収完了後、付近の清掃を行うとともに、出初式に関係するゴミ類を引取り処分すること。特に、

路上に釘等が残ることのないよう十分留意すること。 
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 国旗掲揚柱仕様図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

１５ｍ 

１ 紅白幕張り（六つ割り軸組） 
２ 国旗掲揚柱は冠頭部、滑車、ロープ付とす

る。 
３ ロープ固定金具をつけること。 
４ ロープは充分な余裕のある長さとし、国旗

取付用フック付とする。 
５ ロープは柱の西側に垂れるようにする。 
６ 掲揚柱本体も受託業者が準備すること。 
７ 国旗は消防局側が準備する。 

ロープ固定金具（西側） 

２．７ｍ 

１．８ｍ 

別紙 
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イメージ写真① 

 

 
 
 
 
 
 
 

イメージ写真② 

 

別紙 


